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研究成果の概要（和文）：本研究は主として地域研究に蓄積された紛争和解のノウハウをもとに、新たな国際関
係理論構築のための基礎研究を行うものであった。本研究では毎年国際シンポジウムを開催し、研究を深めた。
しかし、理論構築自体はま だ不十分であり、さらなる研究の継続が必要とされる。これは地域研究に蓄積され
た知が国際関係の理論構築になかなか繋がらないという問題のためである。ここで重要になってきたのは、基礎
的な存在論的概念の再検討であり、具体的には時間、空間、 言語、等の概念について詳しく検討していく必要
性が明らかとなった。 具体的な研究成果としては、イギリスRoutledge社から編集本の刊行を行う予定である
(契約済)。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed at developing a new International Relations 
theory (IRT) by adopting the accumulated knowledge of regional studies. We organized an 
international symposium every year. However, construction of new IRT has not been completed yet 
after the period of research. This was mainly because of the difficulty we encounter in the 
theorization process, and we presume a continuous effort is essential in order to accomplish the 
initial purpose. What seems imperative in this context is some philosophical concepts including 
time, space, language, and so forth, and it became evident a further research on these concepts are 
prerequisite for linking regional studies and IRT. Concrete research outcome is an edited volume 
forthcoming from Routledge.
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キーワード： 国際関係　非西洋型国際関係理論　ガバナンス　時間　倫理

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代の国際関係の理論的な展開として日西
洋型理論が注目を集めていた。その中でアジ
ア研究の知見と国際関係が十分ではなかっ
たことから、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究ではアジア研究の知見を非西洋型国
際関係論(特にアジア型国際関係論)と結びつ
け、これまで乖離して来た二つの知的潮流を
統合して、新たな学際的視点を導出し、それ
を基にアジアのガバナンス(合意形成に基づ
く秩序構築)に関する枠組構築を行うととも
に、その研究成果を海外に向けて発信するこ
とを目的とする。そのために、1. 現在のアジ
アのカバナンス論の問題点等を再確認し、2.
アジア研究に蓄積されてきた知見をアジア
型国際関係論の枠組みに反映させながら、新
たなアジアのガバナンス論を構築するとと
もに、3.その研究成果を国内外に向けて発表
する。中国やインドの台頭に代表されるよう
に急速に変化するアジアにおけるガバナン
ス論構築は喫緊の課題であり、その意味でア
ジアの視点に焦点を合わせる本研究は大き
な意義を持つと考えられる。  
 
３．研究の方法 
研究の展開は、概ね 4つのステップで示され
る。すなわち A)現状のガバナンス論の問題点
の明 確化、B) アジア研究と国際関係論の乖
離の原因の明確化と解消、C) アジア研究と
国際関係論と の共通認識の構築、D) その共
通認識に基づくガバナンス論の構築と海外
に向けた発表である。その中でも共通認識の
構築は最も難しいと考えられることから、こ
れまで非西洋的な視点から展開されてきた
理論(朝貢体制論やマンダラ論等)を分析し、
そこに埋め込まれた知見を通して新たなガ
バナンス論を構築する。この 4つのステップ
を確実にするためには研究員同士の緊密な
連携と対話が必要であり、そのために定期的
に研究会を開催する。さらに 2 年目以降は
年 1 回、国際的なシンポジウムを開催し、
国内外に向けて研究成果を発信する。 
 
４．研究成果 
本研究は主として地域研究に蓄積された紛
争和解のノウハウをもとに、新たな国際関係
理論構築のための基礎研究を行うものであ
る。その研究体制は地域研究の研究者と国際
関係理論の研究者とがおよそ半々という形
を取っている。H27年度および 28年度は両
者の対話を継続して行ったが、H29年度は主
として研究全体のとりまとめを行った。研究
会は京都で 3回開催し、地域研究と国際関係
の橋渡しを通した理論構築の可能性につい

て議論を深めた。しかしながら、理論構築自
体はまだ不十分であり、さらなる研究の継続
が必要とされる。これは地域研究に蓄積され
た知が国際関係の理論構築になかなか繋が
らないという問題のためであり、国際関係理
論側の更なる研究が必要とされることは明
らかである。ここで重要になってきたのは、
基礎的な存在論的概念の再検討であり、具体
的には時間、空間、言語、等の概念について
詳しく検討していく必要性が明らかとなっ
た。 具体的な研究成果としては、H27 年度
および 28 年度に行ったシンポジウムの原稿
をもとにイギリスRoutledge社から編集本の
刊行を行う予定であるが(契約済)、 29 年度
においては出版予定の論文に加筆・修正を加
えた。また 29 年度においても Time and 
Ethicsと題して国際シンポジウムを行い、そ
の研究成果はRoutledge社から出版するため
の準備を行った。しかしながら、これらの研
究自体はまだまだ不十分であることは否定
できない。今後、特に国際関係理論側の更な
る研究が必要とされる。  
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